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早いもので７月１９日の 1 学期終業式まで 1 ヶ月を切りました。
６月１２日からの期末考査も終了し、部活動の集大成、中体連総合
体育大会が６月１５日のサッカー競技を始めに実施されました。３
年生にとっては最後の公式大会となります。６月６日に選手推戴式
を行い、各部活動のキャプテンが大会に向けての抱負を述べてくれ
ました。１学期もまとめの時期。しっかりと１学期の振り返りを行
い、課題を解決していきましょう。 

6 月１５日から八代中体連総体が始
まりました。本校からは、サッカー競
技、バドミントン競技、ソフトテニス
競技、陸上競技に出場しました。サッ
カー競技は県立八代中との連合チー
ムで参加しました。２２日に第一中と
対戦し、残念ながら０対４で惜敗しま
した。バドミントン競技は２２日に団
体戦が行われ、男子は準決勝で第一中
に惜敗しましたが、第二代表決定戦で
勝ち進み、第二代表として県大会出場
となりました。女子は残念ながら二回
戦で第二中に惜敗しました。２３日に
行われた個人戦では、財津・窪田ペア
が三位に入賞しました。ソフトテニス
競技は個人戦での参加でしたが、残念
ながら第四中ペアに敗退しました。陸
上競技は６月２９日に県営八代運動公園で実施されます。 
出場した皆さん、本当によく頑張りました。県大会に出場する皆さんは、今度は八代代表と

して頑張ってください。本当に「八中プライド」が感じられた総体でした。 

６月４日、２年生は家庭科「つなげよう和服の文化」の授業で、和服の文化に関心を持ち、和
服の着方を知るということを目標として浴衣の着付け教室を行いました。「八代市まちの先生派
遣事業」を利用して八代市文化協会会員で装授きもの着装学院の４名の先生方にお越しいただ
き、浴衣の着付けやたたみ方などをご指導いただきました。初めて浴衣を着る生徒もいたと思い
ますが、２年生はそれぞれしっかりと着付けの仕方について学んでいました。着付けが終わると
担当の今村先生に写真をとってもらいました。なかなか浴衣を着るという機会がない中、とても
有意義な経験をすることができました。４名の先生方、本当にありがとうございました。 
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見せた「八中プライド」！よく頑張りました。八代中体連総合体育大会 



梅雨入りを前に５月末から６月にかけて、防災教室や防災学習を行いました。八中校区は球
磨川や水無川が流れており、堤防が決壊すると大きな水害が予想されます。また、山が迫って
おり、地区によっては山くずれや土石流の被害も心配されます。万が一、自然災害が発生した
らどのように対応するのか、まずは正しい知識を身につけることが大切です。自分の命を守る
だけでなく、家族や友達、地域の人々の命を守ることにもつながります。 

 
 
 

５月２８日全校集会で防災についての講話を実施しました。防
災教育担当の濵田先生から「いざというときに」というタイトル
で話をしていただきました。講話では、「①いつ逃げるか」「②ど
こに逃げるか」「③どのように逃げるか」について、普段から考え
ておいてほしいとお話がありました。 

 
 
 

６月３日には「宮地防災の日」と位置づけ、４～６時間目に宮地小６年生と中学１年生が合
同で防災学習を行いました。 

 ４時間目は国土交通省八代河川国道
事務所の方々を講師に招いて、体験活
動を行いました。２つのグループに分
かれて、令和２年の熊本豪雨について
の講義と浸水ドアの体験学習を行いま
した。水深６０センチくらいまで浸水
したドアを開ける体験でしたが、中学
生が全力で押してもドアは開きませんでした。水の圧力の大きさを感じることができました。
このような状況になった時、どのように対応するかについて学びました。 

午後はＮＰＯ法人「防災ウエスト」の
早田 蛍さんを講師にお招きして、「大
雨と防災」ワークショップを行いまし
た。最初に大雨についてのお話を聞き、
大雨発生時の対応について、小中合同
でグループを作りワークショップを行
いました。話し合った内容は、各グルー
プ発表を行い、全員で共有しました。 
最後にまとめとして、災害時に求められる力は「考える力」「判

断する力」「行動する力」であること、そして、命を守るために、
地域の災害リスクを知ること、災害から身を守るための知識を持つ
ことが大切であると話されました。 

 
 
 

６月４日にはさくら保育園との合同避難訓練を行いました。 
大雨により川が増水し、保育園より支援
要請があったという設定で、中学１年生
が保育園へ行き、園児を引率し、１時避
難所の中学校体育館まで誘導していく
という内容でした。園児にしっかりと寄
り添い、中学校まで誘導することができ
ました。災害が発生したとき、中学生は
大きな力となります。共助という観点か
らも貴重な経験となりました。   

「いざというときに備えて！」防災教育の取組
の日 

【青少年の家退所を前に全員集合】 

 

【３つの伝えたいこと】 

【浸水したドアは開きません】 

【小中合同でのワークショップ】 

【令和2年度熊本豪雨についての説明】 

 

 

【大雨についての説明】 

 

 

【グループで話し合った内容の発表】 


